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ご寄付頂いた皆様へ
御礼とご報告

（2015年6月末日中間報告）
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有志一同



募金の経緯

本年（2015年）4月25日にネパールにて発生した大
地震により深刻な被害が拡大していることを受け、
ネパールから多数の留学生が在籍し、家族や村が
被災した学生もいる本学として、発災直後の5月頭
にネパール人留学生、ネパールにゆかりのある教
職員、日本人学生や中国人学生らを中心とした有
志で、ネパールの復旧・復興のための支援の一助
とするために緊急災害募金を募る活動を開始しまし
た。

関連Ｗｅｂサイト；

http://www.ynu.ac.jp/hus/koho/13632/detail.html
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被害の規模（5月6日現在）

出所：http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/Nepal_Snapshot_060515_FINAL.pdf 3



募金の方法

① 学内各部局における募金
箱の設置
（5月末まで）

②学内主要箇所における街
頭募金
（5月9日～15日の平日）

③大学HP上での口座振込の
呼びかけ
（7月末までの予定）
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募金の結果

合計：23万1623円が集まりました
（6月22日現在）
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資金の使い道を決める
にあたっての前提

① 全国規模の被災のため、どこに支援をしたとし
てもそれなりの効果はあるはず（無差別）

② 限られた資金規模（23万円）でできることは限ら
れており、複数の使途に分散させると効果は限
りなく目に見えにくくなる（集中）

③ 緊急支援において、支援先を決められずに資
金を滞留させることはそれ自体コストである（ス
ピード）
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資金の使い道を決める
にあたっての原則

「現地のニーズは現地の当事
者（被災者＝支援対象者）が最
も良く知っている」
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支援対象の選定基準

① すでに大がかりな援助がすでに入っているカトマンズより
は現時点でも支援の手が届きにくいルーラル地域を優
先する

② より多くのニーズが発生していると思われる被災地域を
優先する

③ 公的なファンドや国際NGO等のプールに入れるよりは、
直接被災地に届くルートを優先する

④ 被災者のニーズを直接知ることができるローカルな住民
組織を優先する

⑤ 本学の関係者の誰かが直接関係しているかその近くに
いて、使途を見届けることができる組織を優先する

⑥ 支援の手が届きにくいマイノリティ集団への支援を優先
する

⑦ 雨期が近づいている目下において、安全な住居の確保
は災害弱者にとって最優先の課題であるはず 8



震源地間近のDolakha郡

出所：http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/npl_eq_reference_map_12_may.pdf
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Dholaka郡
Jiri村

http://reliefweb.int/sites/reliefweb.int/files/resources/15.05.11%20Dholaka%20Population%20Density%20at%20VDC%20Level.pdf 10



地震「後」のJiri村
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支援対象の決定

検討を重ねてた結果、被災地の住民の提案によ
る、地震で家を失った家庭が、雨期に備えてシェ
ルターを補修するために必要なコルゲート鋼板
シート（Corrugated Galvanized Steel Sheet／Jasta
Pata）を購入し配布するというプロジェクトに支援す
ることに決定した。コルゲート鋼板は再利用ができ
るため、今後の恒久的な家の再建の際にも活用
可能であり、一過性に終わらない点も評価された。
なおJiriのコミュニティ内での配分先の選定は現地
サイドに一任した。
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YNU→現地住民組織へ送金のエビデンス
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現地住民組織→材料費・輸送費支払のエビデンス

↑トラクターによる運送費用

←コルゲート板の購入費用
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支援対象ファミリーの条件
（現地サイドで設定）

① 高齢者を抱えていること
② 子どもか女性が含まれること
③ 他の支援団体のどこからも支援を受けられていな
いこと

④ 生産性の低い農地に居住し、日雇いの職を生業と
していること

その結果、29世帯が選定され、そのうち23世帯がマイノ
リティ民族のJirelのコミュニティに属する家族となった。

少数民族のJirelについては下記のリンクを参照のこと
https://joshuaproject.net/people_groups/17015/NP
http://himalaya.socanth.cam.ac.uk/collections/journals/contributions/pdf/CNAS_27_jirel_10.pdf

15

https://joshuaproject.net/people_groups/17015/NP
http://himalaya.socanth.cam.ac.uk/collections/journals/contributions/pdf/CNAS_27_jirel_10.pdf


現地住民組織→各世帯への分配のエビデンス

←コルゲート板受取りのサイン

↑コルゲート板受取りの様子
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支援物資
（コルゲート板
配布時の様子
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現時点（6月末）までの結果

ネパール人留学生の現地との間の密なコミュニ
ケーションによって、迅速なニーズ把握、意思
決定、ディスバースが行え、現地でも迅速な資
材の購入、配布が実現したため、雨期に入る前
に家屋の補修工事がなされました。「雨期の到
来に間に合いました」との感謝の声が届いてい
ます。現在、29世帯が、本プロジェクトによって
裨益を受けております。
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本活動を支援している教員
（募金の共同呼びかけ人）

金子信博（環境情報研究院）

佐土原聡（都市イノベーション研究院）

松葉口玲子（教育人間科学部）

山田均（都市イノベーション研究院）

小林誉明（国際社会科学研究院）
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本活動を担う主要な学生たち

 Ayaka Nagatomo/ 長友彩夏（経営学部）
 Baburam（国際社会科学府）
 Bidur Khadka（国際社会科学府）
 Binay Sangat（環境情報学府）
 Manita Shrestha（大学院連合学校教育学研究科）
 Misaki Tanaka/ 田中美咲（国際社会科学府）
 Laxmi （環境情報学府）
 Shiwani Niraula（教育人間科学部）
 Vikash Singh（理工学府）
 Yasoda Basnet（国際社会科学府）
 Yumiko Ampo/ 安保祐美子（国際社会科学府）
 Zi Yang（都市イノベーション研究院）
横浜国立大学の様々な国々の留学生達
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世界中の留学生たちの貢献
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本活動には、ネパール人留学生を中心と
したイニシアティブによって開始されました
が、日本人学生に加えて、中国、インド、
ヴィエトナムをはじめとした国々からの留
学生によって担われました。全員の名前
を挙げることは割愛しますが、募金での貢
献を含めると世界中の国々の学生から支
援を受けたことになります。



本活動の中心的運営メンバー
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留学生とりまとめ役

Manita Shretha （大学院連合学校教育学
研究科/教育人間科学部非常勤職員）

横国側コンタクト・パーソン

Bidur Khadka（国際社会科学府）

現地リソース・パーソン

Kumar Jirel （Jiri中学校教諭）



本活動についての問い合わせ先

横浜国立大学

小林研究室（国際協力論/途上国開発論/ODA政策論）

国際社会科学研究院准教授

小林誉明

t-kobayashi@ynu.ac.jp
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